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茨城県沿岸海域におけるイカナゴについて

第2報（成魚の分布と生息環境）

富　永

The distribution of sandlance

in the coastal region oflbaraki prefecture．

YULaka TOM川∧G∧
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結

茨城県沿岸海域におけるイカナゴは従来小型漁船

（5トンクラス）が船曳網漁法によって0歳魚（全

長】0〔m以下，通称コウナゴ）のみを漁獲対象として

いたが，漁場の沖合化，深所化に伴う新漁場の開発

によって1984年からは1歳以上魚（全長約15C恥通

称メロード）をも漁獲するようになり漁獲量も急増

している。さらに，沖合底曳網漁船も1985年から本

種を漁達しはじめ，イカナゴ漁業は新しい時代に突

入した感がある。

このように近年における漁獲努力量の増大に伴い

資源に与える影響が懸念される状況にもなってきた

折から，本種の永続的な保護・培養を図るうえから

も，生息域を把握し，その維持・保全に努めること

は急を要する課題である。本研究はこれらの背景の

もとに実施したものである。

本文に入るに先だち，荒天にも耐え毎月の調査に

従事された調査船「ときわ」の乗組邑各位に深く感

謝申しあげる。

方　　　　法

1985年4月から1987年3月までの2年間に茨城

県沿岸海域において毎月定期的にビームトロールに

より生物採集を，ドレッジにより採泥を実施した。

調査海域は波崎～高萩沖，水深15m～180m水域と

し約2マイルごとに調査点を設定した（Fjg．1）。本

調垂に用いた船舶は「ときわ」59トンであり，ビー

ムトロールはFig．Zに示すとおり幅2m，高さ1m

の鉄パイプに長さ7mの網を取付けたものである。

曳航方法は曳網ロープを水深の3倍長とし工船速約

2ノットで等深線に沿いながら底層を5分間曳網し

た。ドレッジについては口径約30cmの鉄製朝顔型円
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Fig．1　Location of the sarnpling stations・
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Fig．3　　Size disLribution curve．



筒ドレッジを用い底泥を採取した。同時に音響測深

器により測深を行い，各層水温はDBT（新日本気

象海洋）を用いて測定した。採集生物は実験室に持

ち帰ったのち生鮮あるいは凍結後に魚体計測を行い・

砂泥については拉度組成を求めた。拉度組成は湿泥

30～50gを標準掛こよる流水法によって求めた。

得られた分析値から粒径別に重量百分率を算出し・

その加積曲線（Fig．3）から中位粒径を求め各調査点

での拉匿とした。なお，得られた中位粒径を次の粒

径範囲について岩，礫，極粗砂，粗砂・中砂・細砂・

微細砂，シルトの8段階に区別した。

粒径　4，000〃以上　岩

4，000－2．000　礫

乙000～1，000　極粗砂

1，000～　500　粗砂

500～　250　中砂

250－125　細砂

125～　63　微細砂

63以下　　　シルト

なお，ビームトロールによる調査では原則として毎

月1回行い，県北から県南海域を全てカバ】できる

ように実施した。

結　　　　果

（1）調査海域の海底地質と深度分布

調査点は123点に及んだ（Fig．1）。各調査点での

測深結果を用いて等深線をFig．4に示した。茨城県

沿岸海域は県中央部（36020′N）付近を境にして北

部と南部とでは海底地形は相異している。すなわち，

水深60m付近までは南部は遠浅であるのに対して・

北部では急嬢である。しかも，次に述べるように海

底地質は著しく異なり北部は岩礁，南部は砂質地帯

が広がっている。さて，各調査点において採取した

砂泥の中位粒径の等値線を描き底質図とした（Fig・

5）。ドレッジによる採泥法を採用したために調査

地点の底質が岩であっても，その表面の砂泥を採取

する結果となって底質が判然としない面も生じてい

る。つまり，36020′N以北は茨城県（1984）によっ

てら明らかなとおり，ほとんど岩礁地帯であるにも

かかわらずFig．5では粗砂域が広がっているかのよ

うに描かれている。当該海域の底質については等値

線の数値から即断できない面のあることを念頭にお

かれたい。しかしながら，36020′N以南の海域に関

しては底質を判然と読みとることができる。すなわ

ち，同海域は砂質が広範囲に広がっており，シルト

域はごく沿岸（水深20m以浅）と沖合（水深100m

以深）に分布し，その間の水深帯に細砂～礫が分布

している。特徴的なことは粗砂～礫域が35056′N～

36010′N，140045′E～140052′Eの範囲内に，つ

まり水深40m～50m海域にはぼ等深線に沿って幅

約3マイル，長さ約12マイルにわたって分布してい

ることである。

（2）イカナゴ成魚の分布結果

ィヵナゴ成魚は底棲魚類であるから，あまり大き

な移動・回遊はしないと思われ，生息域をとらえる

には底層採集が妥当と考えられる。採集結果の概要

を表1に示す。採集尾数は一曳網地点あたりl～33

尾と少ないが，これは漁貝の規模・曳航時間から判

断してやむを得ないと思われる。採集尾数をみると・

調査点による分布密度の差が著しく36000′N～36ロ

10′N，140046′E～140050′Eの海域で採集数が

多く，しかも，同海域では周年にわたって採集され

た。調査点こ■とに一曳網あたりの年間平均採集尾数

を算出し，その等値線をFig．6に示す。なお，曳網

時間は原則として5分間としたが，10分間実施した

ものについては採集尾数を補正した。

平均採集尾数の等値線はイカナゴの相対的な分布

密度を反映していると考えられ，主要な生息場は水

深100m以残の海域に限定されていると言える0

考　　　　察

イカナゴ成魚の分布域を把握するために，ビ】ム

トロールによる採集を実施した。採集地点が36020′

N以南の海域のなかでも特に底質が中砂～礫の海域

に偏り．しかも同海域において周年にわたって採集

されたことは大変興味深い結果であった。
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Fig・5　Grain size contours・（TJ）



140－40　140－45　　140－50　140－55

E

Fig．6　1）ist，ribut．ion of sandlance．



AMJJ A S O N DJ F MA MJJ A S O N DJ FM

1985　　　　　　1986　　　　　　　　　　　1987

Fig．7　Seasonal changes of ternF杷ratUre at the depth of　50rTL



既述のように茨城県沿岸海域の海底地質は36020′

N付近を境として北部と南部とでは著しく相異して

いる。ビームトロールは平坦な海底でしか満足に曳

航できないために，北部の岩礁地帯では起伏が激し

く充分な調査のできなかったという面はある。しか

し，実際に当業船の漁場をみると，主要な操業海域

は本調査での濃密採集域に一致しており，当該海域に

ついては成魚の主要な生息場・産卵場と考えてもま

ちがいなかろう。ただし，北部の岩礁地帯において

も漁場の形成される海域があることも事実である。

これらを考慮すると茨城県沿岸海域における成魚の

生息場は連続的ではなく分散しており，その中でも

主要な分布域は県南部の水深40m～50m海域であ

ると結論される。以下の論議ではビームトロールに

よる漁獲試験によって海域問に分布密度の差が著し

かった36020′N以南の海域について，成魚の分布を

決定づける要因について考察する。

まず，水温環境について考える。成魚の濃密採集

域である水深50m地点について，毎月の調査結果に
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基づいて年間の底層水温変動図を作成すると（Fig．

7），水温極小期（3－4月）には6℃台，極大期

（8～9月）には19℃台を示すものの，同一時期で

あれば海域間に水温差はみられない。したがって，

濃密分布域（36000′N～36010′N）の底層水温が

他の海域に比べて特異的であるとは言い難い。

次に・底質環境と水深帯について述べる。Fig．8

は採集地点の中位粒径と平均採集尾数との関係を示

す。底質が粗砂～礫の海域に濃密分布域が存在する

ことを端的に表わしており，成魚の分布と底質とは

よく対応していることがわかる。さてFig．9は水深

と平均採集尾数との関係を示す。Fig，9でみると水

深40m～50m海域に最も成魚の分布密度が高いこ

とを示している。しかし，既にFig．6によって分布

域は連続的ではないことを指摘した。したがって特

定の水深苗（40m～50m）が分布を規定するので

はなく，採集域の底質（粗砂～礫）が水深40－50m

岸に存在していたことに他ならない。

結論として，イカナゴ成魚は底質の選択性が極め

Fig．8　Relation bet，Ween grain size and number ofindividuals．
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て強い生物ということになる。しかし，特別の底質

環境を好む原因については不明という他はない。も

ちろん，底質のみが成魚の分布を規定する絶対条件

ではなく，そこには種族維持を図るために好適な餌

料環境，産卵環境が存在するであろうことは想像に

難くない。

要　　　　約

1985年4月から1987年3月に，茨城県沿岸海域

にビームトロール調査地点を定め，周年にわたるイ

カナゴ成魚の漁獲試験を行うとともに，底質環境に

ついても調査を実施した。その結果，イカナゴの採

集地点は比較的狭い範囲に限定されていた。得られ

た結果は次のように要約される。

（lJ　イカナゴは県南部の36000′N～36010′N，

140046′E～140050′Eの海域において採集数が多

く，しかも同海域では周年にわたって採集された。

ほ）茨城県沿岸の底質は36020′N付近を境として

北部と南部とでは著しく相違しており，北部は岩礁，

南部は砂質となっている。特徴的なことは，南部の

砂質地帯の中に40－50m等深線に沿って幅約3マ

イル，長さ約ユ2マイルにわたって粗砂～礫の海域が

分布していた点である。

（3）イカナゴ成魚の濃密採集域は（2）で述べた粗砂

～礫の海域に一致しており，本種は底質の選択性が

極めて強い生物であると考えられた。

参　考　文　献

茨城県（1984）：大陸棚漁場再開発調査集成図



表1　イカナゴ資源調査結果（概要）

年 月　 日
イ カ ナ ゴ

入 網 位 置
水　 深 （m ）

イ カ ナ ゴ

入 網 尾 数 僅）

イ カ ナ ゴ

全 長 範 囲 k両
摘　　　　　 要

8 5 ． 4 ．18
3 6 － 1 4 N

1 4 0 － 3 7 E
2 0 2 1 4 ．0 ～ 4 ．5

3 6 － 0 5

1 4 0 － 4 7
5 0 10 9 ．2 － 2 2 ．4 胃 内 容 （オ キ ア ミ ）

3 6 －0 0 i

14 0 －5 0
5 0

十
1 1 ．7 ′・－ 1 9．6 胃 内 容 （オ キ ア ミ ）

5 ．17
3 6 － 0 6

14 0 －4 7
5 0 2 1 9 ．2 ～ 2 2 ．6 脂 肪 発 達

7．1 7
3 5 －5 5

14 0 －5 2
5 0 1 8 ．0

3 6 － 0 0

14 0 －4 9
5 0 5 8 ．5 ・－ 2 1 ．8 や せ た 個 体 あ り

8．2 3 － － － 目 立 沖

9 1 6
3 6 － 0 4

1 4 0 －4 7
5 0 1 5 7 ．8 －・1 8 ．4 空 胃 （や せ て い る ）

9．18
3 6 － 2 6

1 4 0 －4 4
5 0 1 9 ．6

l
i 空 胃

9，19

1 0 ．2 5

1 1．2 7

1
1

l

1 喜忘 二 三‡ ；

3 6 － 1 0

ユ4 0 － 4 7

3 6 －0 6

1 4 0 － 4 5

5 0

5 0

3 8

1

l■ ： j

7 ．2

8 ．2

1 5 ．2

湊 ～ 川 尻 沖 調 査

生 殖 腺 確 認 で き ず

空 胃

空 胃

1 2．19

】 ：　　　 l

ー

l
湊 ～ 高 萩 沖

1 2．2 0
3 6 －0 5

1 4 0 － 4 7
4 8 1 1 9 ．8 － ユ8 ．0

3 6 －0 9

1 4 0 －4 6
5 1 3 8 ．7 ～ 10 ．3

8 6 ． ユ．1 4

3 6 ＿ 0 4 】

1 4て）－ 4 7
4 1 3 3 8 ．9 － 16 ．4

3 6 － 0 4

】4 0 －4 5
3 4 1 8 ．9

2 ．2 4
3 6 －0 4

14 0 －4 8
4 5 2 8 1 0 ．4 ノー 1 9 ．1 空 胃

3 6 － 10

1 4 0 －4 7
5 4 4 1 0 ．6 ～ 1 3 ．5

3 6 － 0 6

1 4 0 － 45
3 8 1 8 ．0

2 ．2 5 － －
湊 ～ 日立 沖

3．3 1
3 6 － 0 6

1 4 0 －4 6
3 9 5 9 ．3　－ 1 1 ．2

3 6 －0 6

14 0 － 4 8
5 3 1 2 4 ．7 オ キ ア ミ飽 食



イ　カ　ナ　ゴ

入　網　位　置
水　深（m） イ　カ　ナ　ゴ

入網尾数囲
イ　カナ　ゴ
全長範囲輌

摘　　　　　要

36－04N
140－47E

36－10

140－45

36－10

140－47

36－06

140－48

36－06

140－46

36－10

140－45

36－04

140－49

36－02

140－47

36－04

140－47

36－21

140－44

36－10

140－47

36－02

140－47

36－06

140－46

36－21

140－44

36－06

140－46

36－02

140－49

36－10

140－47

36－06

140－48

36－15

140－46

36－02

140－47

36－10

140－45

36－17

ユ40－44

3

5

23

8

3

6

3

4

4

1

8．8一一11．5

11．3～12．5

10．1～17．2

11．6－2ユ．2

9．5・－14．0

9．4－・11．4

11．0～16．3

7．4－11．5

10．4、15．7

11．3

9　　　　L lO．0～15．1

5．7・｝9．6

7　　　1　6．3′－25．5

11．7

8．2～22．0

9．6、12．0

13．2～15．4

8．7－12．2

8．1－12．2

9．0

9．6

9．5－10．0

オキアミ飽食

空胃

やせている

水深90m

水深1207几

122



年 月 日　 ま 晶 孟 孟　 水 深 凧　 入網展数 個　 全長範囲 抽　　　　　　　　　　イ カ ナ ゴ　 イ カ ナ ゴ
摘　　　　　 要

86・ 8・21 1三吉二三号2　　 37　　 1　 1 1・0
空 胃

1呈喜：≡…　　　 2 9
1　　　　　　　 10．3 空 胃

3 6 －02

140 －47
3 7　　　　　　 12　　　　 12．3 一一 22．3 空 胃

36 －10

140 －4 5
38　　　　　　　 3　　　 10．5 － 12．5 コペボーダ捕食

36 －0 2

140 －4 9
45　　　　　　　　 4　　　　　 9．4 、 10．3 空 胃

9．22
－

大 洗～鹿島沖

水深 20 m 調 査

l

久慈 ～高萩沖調査

湊～久慈沖調査

10 分曳

10 分 曳

9・24　 ぷ 二2喜
4 1 5 15．0 － 19．6

36 －02

140 －47
35　　　　　　　 1　　　　　 14．8

35 －5 6

140 －5 1
33　　 i　　　 4　　　　　 9．8 － 18．5

10■23 針 ；； 2上 2

上妻喜≡萱雪

目．17

50　 7 ユ0．0－ほ8
巨 5 1 10・5

l11■18ほ … ■■

：；鳥 ……】

汗 r9‾7三三10■7

38 1 10．8
l

38 1 ユ1．2
1≡喜二2子　　　 36　　　 2　 13．8 － 16．0

36 －00
140 －50 50　　　　　　　　 4　　　　 10．0 ～ 10．6

1…告二言冨　　　 39　　 1
23．4

ぷ ：2g　　　 47　　 13　　 9．6－ 1416

1…3 二g芸　　　 46　　 1　　 20．0
10 分曳
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年 月　 日
イ カ ナ ゴ

入 網 位 置
水　 深 （m ）

イ カ ナ ゴ

入 網 尾 数 個

イ カ ナ ゴ

全 長 範 囲 抽
摘　　　　　 要

8 6．12． 8 －

26 1 1 1．7

川 尻 ～ 湊 沖

8 7． 1．16

2 ．16

3． 2

3．16

3 6 －02 N

1 4 0 －43 E
1 0 分 曳

3 6 －02

14 0 －49
4 5 1 5 9．5 ～ 18 ．3 1 0 分 曳

3 6 －06

14 0 －46
3 8 1 5 9．8 ～ 19 ．8 1 0 分 曳

36 －0 2

14 0 －4 7
3 6 1 8 9．4 ～ 17 ．8 1 0 分 曳

36 －0 2

1 4 0 －4 5
3 0 3 9．3 － 12．2 10 分 曳

36 －0 6

1 4 0 －4 8
5 2 2 1 8 ．6 ～ 25．0 1 0 分 曳

3 6 －0 6

1 4 0 －4 6
4 1 18 10 ．0 、 19．2 1 0 分 曳

稚 魚 ネ ッ トの み 実 施

稚 魚 ネ ッ トの み 実 施

3 6 －06

1 4 0 －42
2 2 1 1 0．6
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